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一人一人が輝く社会へ
宮城県・登米市立登米小学校・６年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ささき),佐々木)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みう),美羽)
　朝の光を受け、オレンジ色の花を輝かせるマリーゴールド。夏の太陽にも負けまいと、真っ赤な花びらを大きく広げるジニア。どちらの花も、私に笑いかけているようだ。でも、この花たちは、私がいなかったら捨てられるところだった。
　この花は、花壇に植えても大きくならないという理由で、母が捨てようとした苗だ。でも、私は、納得がいかなかった。私が種をまき、ずっと育ててきた苗だった。他の苗と同じように芽を出し、花を咲かせたのに、なぜ、小さな苗は、だめなのだろう。小さい花は、このまま本当に大きくならないのだろうか。そう、心に引っかかった私は、花壇からはじかれた小さな苗たちを、別の鉢に入れて育てることに決めた。
　苗の大小で優劣を決められないのは、人間も同じではないかと感じた体験が私にはある。
　それは、刑務所作業製品展示即売会を見に行ったときのことだ。そこで、展示販売されていた家具や日用品は、刑務所に入っている人達が作ったものだ。どれもすばらしかった。はじめは、受刑者のことが理解できなかった。受刑者の気持ちが分からなかった。
（こんな作品が作れるのに。才能があるのに。なぜ罪を犯してしまったのだろう。）
しかし、一つ一つの作品を見ているうちに、私は、捨てられそうな花た
ちと同じではないかと考えた。罪を犯した人たちも、本当は自分だけの輝く花を持っていたはずだ。でも、それは小さな花だったかもしれない。たくさんの人が咲かせる花に埋もれ、自分だけが輝く場所を見つけることができなかったのかもしれない。小さく咲く花は、はじかれる。みんなに認めてもらえず、自分だけの花を自分自身で認めることもできず、罪を犯してしまったのかもしれない。
　犯罪は許されない。決して許してはならない。しかし、罪を犯した人も、小さな苗と同じように、一つの大切な命であることに変わりはない。自分の犯した罪を償い、また自分の花を咲かせようと、作品を制作しているのではないか。もう一度、社会に戻り、今度こそ、自分が輝ける場所を探そうとしているのではないか。ていねいに仕上げている一つ一つの作品から、そういう受刑者の気持ちが見えてくるような気がした。
　令和二年度の犯罪白書を調べてみると、刑法犯として検挙された人数は、全国で一九万二六〇七人。そのうちの約半数が、再び犯罪に手を染めてしまった人達だ。そして、年々、検挙数のうち、再犯者率は増加している。原因はいろいろあると思うが、その一つに、やり直して頑張ろうとした人を社会が受け入れず、拒絶された末に、犯罪に走ってしまうということがあるのではないだろうか。花壇に入れられなかった小さな花たちのように、前科があるというだけで、社会からはじかれ、希望を失い、自暴自棄になってしまったのではないだろうか。このままでは、私達の社会は、悪循環に陥り、誰も満たされず誰も幸せになることができない道へと進んでいくことになるのではないだろうか。
　そんな社会にならないように、小六の私にもできることはないか考え、実践していこうと思った。それは、人とのかかわりの中で、どんな人でも初めから否定的な見方をしないことと、努力している人をしっかりと認めて励ましてあげることだ。私にできることは小さいことかもしれないが、たがいに認め合える社会を作っていきたいと思う。
　一人一人輝く場所は違う。私が育てた花のように、大きな花壇ではなく、小さな鉢に咲く花でも輝く場所を。この夏、小さかったあの花たちは、鉢の中ですくすく育っている。小さいけれども、立派な花を咲かせている。
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